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２
０
１
８
年
9
月
6
日　

午
前
3
時

7
分
に
発
生
し
た
、
北
海
道
の
歴
史
で

最
大
級
の
震
度
7
の
胆
振
東
部
地
震
に

よ
っ
て
、
死
者
41
人
、
負
傷
者
７
５
１

人
の
人
的
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
6.7
と
地
震
の
規

模
は
中
程
度
で
あ
っ
た
が
、
震
源
の
深

さ
は
37
キ
ロ
と
浅
く
、
大
型
台
風
21
号

に
よ
る
豪
雨
や
、
脆
弱
な
樽
前
山
の
火

山
噴
火
堆
積
物
の
複
合
的
な
因
子
も
加

わ
り
、
大
き
な
被
害
と
な
っ
た
。

　

医
療
に
お
け
る
人
的
支
援
と
し
て
は
、

9
月
10
日
ま
で
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
）、
そ
の
活
動
を
引
き
つ

い
た
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
日
本
医
師
会
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
）
が
9
月
20
日
ま
で
活

動
、Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
傘
下
で
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ（
大

規
模
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー

ム
）
の
地
方
組
織
で
あ
る
Ｄ
ｏ
Ｒ
Ａ
Ｔ

（
北
海
道
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

チ
ー
ム
）
も
9
月
20
日
ま
で
活
動
。
一

方
、
９
月
15
日
か
ら
心
の
ケ
ア
チ
ー
ム

が
派
遣
さ
れ
た
。

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
本
部
は
9
月
6
日
午
前
7

時
50
分
に
苫
小
牧
市
立
病
院
に
設
置
さ

れ
、
東
北
各
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
の
応
援
も

含
め
、
計
20
チ
ー
ム
が
参
集
し
た
。
災

害
医
療
で
は
患
者
の
重
症
度
を
選
別
し

て
、
搬
送
・
治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
多
数
の
被
災
者
が
い
る
た

め
、
重
症
～
軽
症
の
選
別
（
ト
リ
ア
ー

ジ
）
に
は
時
間
を
か
け
て
い
ら
れ
な
い
。

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（Sim

ple Triage A
nd 

Rapid Treatm
ent

）
方
式
で
30
秒
以

内
の
ト
リ
ア
ー
ジ
を
目
指
す
。
多
く
の

患
者
に
対
し
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、
効

果
的
、
効
率
的
な
医
療
提
供
で
あ
る
。

72
時
間
を
過
ぎ
る
と
救
命
率
は
大
幅
に

低
下
す
る
の
で
、
時
間
と
の
勝
負
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
後
は
既
存
の
基
礎
疾

患
の
治
療
継
続
、
廃
用
症
候
群
や
感
染

症
の
予
防
、
精
神
的
疾
患
の
治
療
が
主

と
な
る
。

　

苫
小
牧
東
病
院
か
ら
は
、
Ｄ
ｏ
Ｒ
Ａ

Ｔ
チ
ー
ム
（
理
学
療
法
士
、
看
護
師
、

医
師
）
と
し
て
追
分
町
、
安
平
町
、
厚

真
町
な
ど
に
派
遣
さ
れ
た
。
廃
用
症

候
群
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の

予
防
、
感
染
症
予
防
に
関
す
る
支
援
を

行
っ
た
。
具
体
的
に
は
安
全
性
・
感
染

予
防
を
念
頭
に
置
い
た
移
動
方
法
、
廃

用
症
候
群
予
防
の
た
め
の
運
動
な
ど
提

特 集 災害医療について
～胆振東部地震の経験から～

副　

院　

長　
　

船　

木　

上　

総

案
し
た
（
写
真
参
照
）。
ま
た
、
半
壊

し
た
施
設
の
患
者
さ
ん
や
在
宅
酸
素
の

患
者
さ
ん
は
20
人
ほ
ど
苫
小
牧
東
病
院

に
入
院
さ
れ
、医
療
、療
養
を
継
続
し
た
。

　

次
に
、
災
害
対
策
を
普
段
か
ら
準
備

し
て
い
る
こ
と
が
大
切
。
苫
小
牧
市

H
P

に
は
土
砂
災
害
、
火
山
災
害
、
洪

水
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
4
つ
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
あ
り
、
自
宅
、
職

場
は
ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
る
か
を
把
握

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
は
北
海
道
全
域
の
停
電
（
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）
が
起
こ
り
、
苫
小
牧

東
病
院
で
は
自
家
発
電
に
よ
っ
て
通
電

復
帰
ま
で
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
に
よ
っ
て
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
電
気

を
必
要
と
す
る
治
療
を
継
続
で
き
た
。

今
回
は
夏
場
で
あ
っ
た
が
、
冬
季
で
は

暖
房
、
断
熱
対
策
が
必
要
と
な
る
の
で
、

さ
ら
に
状
況
は
過
酷
と
な
る
。

　

自
宅
で
の
防
災
に
つ
い
て
も

考
え
て
み
よ
う
。
津
波
に
襲
わ

れ
た
と
き
に
緊
急
避
難
セ
ッ
ト

の
用
意
、
避
難
路
の
想
定
。
缶

詰
な
ど
の
数
日
分
の
非
常
食
。

停
電
時
の
暖
房
、
照
明
の
手
段
。

断
水
の
際
の
水
の
用
意
。停
電
・

断
水
時
の
料
理
、
ト
イ
レ
の
機

能
確
保
な
ど
の
再
確
認
を
す
べ

き
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
震
災
で
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
祈
り
、
被
災
さ
れ
た
方
の

復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
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平
成
30
年
9
月
6
日
に
厚
真
町
を
震

源
地
と
す
る
大
規
模
災
害
「
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
」
が
発
生
し
、
厚
真
町
、

安
平
町
、
む
か
わ
町
を
は
じ
め
周
辺
地

域
住
民
の
方
々
が
被
災
、
当
院
の
地
域

で
は
震
度
5
強
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ
（
大
規
模
災
害

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
関
連
団
体

協
議
会
）
と
い
う
団
体
の
北
海
道
の
支

援
チ
ー
ム
（
Ｄ
ｏ
Ｒ
Ａ
Ｔ
）
と
し
て
、

橋
本
院
長
、
船
木
副
院
長
、
当
院
の
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
と
と
も
に
、

安
平
町
お
よ
び
厚
真
町
の
避
難
所
を
中

心
に
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
か
ら
の
立
ち
上
が

り
が
困
難
な
方
へ
簡
易
手
す
り
を
。
静

養
ス
ペ
ー
ス
か
ら
ト
イ
レ
ま
で
の
移
動

距
離
が
長
く
、
歩
行
が
不
安
定
な
方
へ

は
歩
行
器
の
貸
与
。
避
難
所
の
中
で
静

養
ス
ペ
ー
ス
か
ら
離
れ
て
移
動
し
て
休

憩
出
来
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
の
提
案
。

共
用
ス
ペ
ー
ス
の
環
境
整
備
と
し
て
ゴ

す
る
方
針
を
立
て
、
訪
問
前
後
に
安
平

町
役
場
の
保
健
師
チ
ー
ム
と
の
情
報
共

有
を
行
い
、
夕
方
に
は
厚
真
町
で
行
わ

れ
る
3
町
合
同
報
告
会
に
参
加
し
、
あ

ら
ゆ
る
視
点
で
被
災
者
の
方
々
へ
の
支

援
を
終
え
た
各
支
援
団
体
と
の
情
報
共

有
を
行
い
、
全
体
の
支
援
活
動
を
把
握

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

災 害 支 援

災
害
支
援
ナ
ー
ス　

加　

藤　

由
紀
子

災
害
支
援
で
学
ん
だ
こ
と

ミ
箱
の
位
置
や
簡
易
的
な
敷
き
物
の
折

り
目
で
転
倒
し
な
い
よ
う
に
改
善
提
案

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
日
の
殆
ど

を
ベ
ッ
ド
上
で
過
ご
さ
れ
て
い
た
方
に

は
医
師
と
お
声
を
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

避
難
所
に
は
、
地
元
の
役
場
職
員
、

地
元
保
健
師
や
地
元
の
民
生
委
員
を
は

じ
め
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
）、
保
健
師
チ
ー
ム
（
Ｊ
Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｔ
）、北
海
道
看
護
協
会
災
害
支
援
ナ
ー

ス
、
災
害
支
援
福
祉
チ
ー
ム
（
Ｊ
Ｃ
Ａ

Ｔ
）、
そ
の
他
多
く
の
職
種
の
支
援
団

体
が
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
支
援
チ
ー
ム
（
Ｄ
ｏ
Ｒ
Ａ

Ｔ
）
は
①
生
活
動
作
能
力
の
低
下
の
有

無
②
寝
た
き
り
が
長
引
く
な
ど
で
の
筋

力
低
下
や
認
知
機
能
の
低
下
等
を
伴
う

廃
用
症
候
群
③
安
静
臥
床
が
長
引
く
た

め
に
起
こ
り
や
す
く
な
る
深
部
静
脈
血

栓
症
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
）

の
予
防
や
症
状
の
有
無
④
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
⑤
服
薬
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
無
い

か
⑥
脱
水
症
状
の
有
無
⑦
生
活
環
境
整

備
⑧
地
元
の
病
院
連
携
⑨
内
服
、食
事
、

体
重
の
増
減
に
つ
い
て
重
点
的
に
確
認

　

避
難
所
は
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
「
住
ま
い
」
で
す
。
様
々
な
支
援
団

体
が
毎
日
避
難
所
を
出
入
り
す
る
の

は
、
慣
れ
な
い
避
難
所
生
活
が
続
く
被

災
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
負
担
と
な

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

日
中
に
は
仕
事
・
農
作
業
・
自
宅
の

片
付
け
・
学
校
へ
行
か
れ
る
被
災
者
が

徐
々
に
増
え
、
周
辺
の
医
療
機
関
も
復

旧
し
始
め
る
な
ど
、
生
活
の
変
化
を
常

に
把
握
し
、
支
援
側
の
関
わ
り
も
変
化

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

様
々
な
支
援
団
体
の
役
割
は
、
避
難

所
を
出
入
り
す
る
だ
け
で
は
被
災
者
の

方
々
に
は
分
り
づ
ら
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
の
た
め
、
私
た

ち
の
支
援
が
届
く
た
め
に
は
、
被
災
者

の
皆
さ
ん
や
避
難
所
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
職
員
に
私
た
ち
の
存
在
や
役
割
を

「
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
」
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
自
ら
の
役
割
を
し
っ
か
り

認
識
し
、
被
災
者
や
避
難
所
の
ス
タ
ッ

フ
へ
分
り
や
す
く
伝
え
、
情
報
収
集
を

し
、
サ
ポ
ー
ト
の
経
路
作
り
か
ら
始
め

ま
し
た
。
翌
々
日
、
同
じ
避
難
所
を
訪

問
し
た
際
に
は
、顔
を
覚
え
て
下
さ
り
、

関
係
職
員
か
ら
被
災
し
た
違
う
施
設
へ

の
訪
問
依
頼
な
ど
を
受
け
、
よ
り
多
く

の
被
災
者
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

私
は
2
年
前
に
研
修
を
受
け
、
北
海

道
看
護
協
会
の
災
害
支
援
ナ
ー
ス
に

登
録
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
道
内
で

５
０
０
名
を
超
え
る
災
害
支
援
ナ
ー
ス

が
お
り
、
速
や
か
に
支
援
に
伺
え
る
よ

う
常
に
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

災
害
支
援
で
は
62
名
35
班
編
成
で
9
月

13
日
～
10
月
10
日
ま
で
各
避
難
所
の
支

援
活
動
が
行
わ
れ
、
先
日
そ
の
報
告
会

へ
参
加
し
ま
し
た
。
普
段
、
病
院
や
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
職
場
と
す

る
看
護
師
が
、
快
く
送
り
出
し
て
く
れ

た
職
場
や
家
庭
を
離
れ
、
避
難
所
で
展

開
す
る
看
護
活
動
に
戸
惑
い
を
感
じ
模

索
し
な
が
ら
も
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
と

生
活
を
共
に
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
聴
講

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
の
災

害
支
援
ナ
ー
ス
と
し
て
の
活
動
、
そ
し

て
私
た
ち
が
活
動
し
た
災
害
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
で
の
活
動
と
合
わ
せ

て
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
、
と
て

も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
支
援
活
動
の
経
験
・

学
び
を
活
か
し
、
被
災
者
や
患
者
様
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
支
援
を
考
え
、
心
か

ら
寄
り
添
え
る
看
護
師
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

他
職
種
連
携
の
大
切
さ

災
害
支
援
ナ
ー
ス
と
し
て

私
た
ち
の
役
割
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
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平
成
30
年
9
月
6
日
午
前
3
時
7
分

に
北
海
道
胆
振
東
部
を
震
源
と
し
て
発

生
し
た
地
震
に
て
厚
真
町
、
安
平
町
、

む
か
わ
町
を
中
心
と
し
た
地
域
が
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
改
め
て
、
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
尊
い
命
を

失
わ
れ
た
方
々
も
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
多
く
の
大
切
な

も
の
を
一
瞬
に
し
て
失
い
、
今
な
お
、

大
き
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、厳
し
く
、

不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
被

災
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

災
害
発
生
直
後
よ
り
、
被
災
地
域
に

は
自
衛
隊
や
日
赤
医
療
チ
ー
ム
、
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
の
活

動
が
始
ま
り
、
被
災
地
域
へ
の
支
援

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
避
難

所
が
収
束
す
る
頃
か
ら
災
害
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
始
と
な
り
ま
す
。『
災

害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
と
は
東
日

本
大
震
災
後
に
生
活
不
活
発
を
予
防
す

地
域
の
集
会
所
な
ど
で
、
住
民
同
士
が

主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
「
住
民
主
体

の
自
主
サ
ー
ク
ル
」
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
で
、
住
民
同
士
が
介
護
予
防
の
知

識
を
共
有
し
、
個
々
の
心
身
機
能
の
維

持
・
改
善
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
支
え

合
い
活
動
に
繋
が
る
よ
う
に
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
協
会
の
ス
タ
ッ

フ
が
そ
の
住
民
主
体
の
自
主
サ
ー
ク
ル

の
立
ち
上
げ
及
び
活
動
定
着
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

療
法
士
の
役
割
と
し
て
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
知
恵
と
経
験
を
共
有
し
、
お

互
い
に
元
気
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
共
に
不
活
発
に

な
り
や
す
い
生
活
か
ら
脱
却
し
、
本
来

の
元
気
な
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

災 害 支 援

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

森　

田　
　
　

学

災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

る
た
め
に
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
院
は
Ｄ
ｏ
Ｒ
Ａ
Ｔ
の
活
動
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
医
師
1
名
、
リ
ハ
ビ
リ

ス
タ
ッ
フ
2
名
、
看
護
師
1
名
の
計
4

名
に
て
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
安
平
町
お

よ
び
厚
真
町
の
避
難
所
を
中
心
に
活
動

し
ま
し
た
。主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、

現
地
の
医
療
救
護
班
や
保
健
師
、
災
害

支
援
ナ
ー
ス
等
と
の
情
報
共
有
を
行
い

な
が
ら
避
難
所
に
て
生
活
さ
れ
て
い
る

方
々
の
生
活
状
況
の
把
握
や
そ
の
支
援

方
法
の
検
討
、
生
活
不
活
発
病
に
陥
ら

な
い
内
容
に
簡
単
な
運
動
指
導
や
実

施
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
は
、
住
み
慣
れ
た
家
か
ら
限
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
や
物
し
か
な
い
状
況
で
生

活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
身
体

的
に
も
精
神
的
に
も
大
き
く
負
担
が
か

か
る
状
況
で
す
。
そ
の
中
で
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
少
し
で
も

生
活
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
介

護
用
品
や
活
動
方
法
の
工
夫
な
ど
を
す

る
こ
と
で
負
担
を
減
ら
す
こ
と
な
ど
も

活
動
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
災
害
で
は
、
様
々
な
職
種

や
人
が
集
ま
り
、
被
災
地
域
を
支
援
し

て
お
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
視
点
で
も
こ
の
よ
う
な
活
動
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と

で
何
か
に
役
だ
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

北
海
道
胆
振
中
東
部
地
震
の
後
、
復

興
に
あ
た
り
、地
域
住
民
の
健
康
増
進
・

維
持
を
目
的
と
し
て
11
月
よ
り
厚
真

町
・
安
平
町
に
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
（
北
海
道
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
協
会
）
が

自
主
運
動
サ
ー
ク
ル
の
立
ち
上
げ
支
援

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
当
院
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
ス
タ
ッ
フ
も
こ

の
活
動
に
参
加
し
て
お
り
、
主
に
安
平

町
追
分
地
区
へ
と
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
の
目
的
は
、
誰
で
も
通
え
る

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
の
活
動
に
つ
い
て

　

被
災
地
に
お
住
ま
い
の
方
や
住
民
票

を
置
い
た
ま
ま
他
市
町
村
へ
避
難
し
た

方
は
一
部
負
担
金
減
免
等
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

保
険
証
が
な
く
て
も
病
院
に
受
診
で
き

ま
す
。

①
災
害
の
被
災
に
伴
い
保
険
証
が
紛
失

　

し
た

②
家
庭
に
残
し
た
ま
ま
避
難
し
て
い
る

　

な
ど

　

氏
名
、
生
年
月
日
、
連
絡
先
、
保
険

証
の
事
業
所
名
（
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
）
を
伝
え
る

こ
と
に
よ
り
、保
険
診
療
が
可
能
で
す
。

※
保
険
事
業
所
が
わ
か
ら
な
い
場
合
で

　

も
保
険
診
療
は
可
能
で
す
。

災 害 支 援

医
事
課　

主
任　

鈴　

木　

大　

介

震
災
に
か
か
る
受
診
に
つ
い
て

　

ま
た
、
被
災
地
域
に
よ
っ
て
は
、
市

区
町
村
の
役
場
に
手
続
き
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
己
負
担
金
額
の
免
除
、
減

免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

厚
真
町
、
安
平
町
、
む
か
わ
町
の
国

民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で

以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
方
々
は

申
請
に
よ
り
一
部
負
担
金
等
が
減
免
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

１
、
住
家
の
全
半
壊
、
全
半
焼
又
は
こ

　

れ
に
準
ず
る
被
災
を
し
た
者

２
、
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死

　

亡
し
、
又
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た

　

者
３
、
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行

　

方
が
不
明
で
あ
る
者

４
、
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事

　

業
又
は
業
務
を
休
廃
止
し
た
者

５
、
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失

　

職
し
、
現
在
収
入
が
無
い
者

●
対
象
期
間

　

地
震
が
発
生
し
た
、
平
成
30
年
９
月

６
日
か
ら
平
成
31
年
2
月
28
日
ま
で

※
期
間
は
延
長
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

※
後
期
高
齢
者
の
方
に
つ
い
て
も
一
部

　

負
担
金
等
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
他
の
市
町
村
で
も
条
例
等
に
基
づ
き

　

減
免
を
行
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

現
在
、
自
己
負
担
金
減
免
、
免
除
が

受
け
ら
れ
る
地
域
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次号は5月を予定してます

私たちは、医療サービスを通じ、地域社会に「安心・安全」を提供します。

診療科目 内科・リハビリテーション科・
 消化器内科・循環器内科・
 呼吸器内科・リウマチ科・放射線科・
 緩和ケア内科・ペインクリニック内科・
 麻酔科（浅野　真）
診療時間 月～金曜日／午前9時～午後4時
 ※健康診断は予約制です
休 診 日 土・日曜日・祝祭日・年末年始

理事長・院長　橋　本　洋　一
病 床 数 260床
 ○ 一般病床　65床
　 ・急性期一般入院基本料5　50床
　　 ・緩和ケア病棟入院料2　15床
 ○ 療養病床　195床
 ・回復期リハビリテーション病棟入院料1
    104床
 ・療養病棟入院基本料1  91床　
主な医療設備　・ＭＲＩ（1.5T）・マルチスライスＣ
 　　Ｔ・ 2ヘッドガンマカメラ・超音波診
 　　断装置・呼吸心拍監視装置・ホル
 　　ター心電図解析装置・高気圧酸素
 　　治療装置・Ｘ線テレビ（DR） 
 　　・Ｘ線各種撮影装置（CR）・電
 　　子内視鏡・トレッドミル・エルゴメー
 　　ター等 
施　　設  敷地面積　5,342.91㎡
 延床面積
 ◇東　棟　6,237.31㎡ 　 
 ◇南　棟　4,105.23㎡ 
構　　造 鉄筋コンクリート造　地上4階
 駐車場　約75台

■（公財）日本医療機能評価機構認定病院
■リハビリテーション付加機能評価認定病院
■ＩＳＯ９００１認証
■（公社）日本リハビリテーション医学会研修施設
■㈳日本老年医学会認定施設
■㈳日本脳卒中学会認定研修教育病院
■ＮＳＴ稼働施設認定
■健診センター
■苫小牧市三光地域包括支援センター（とまほっと）

1．駅方面より
　　01　永福三条線
　　02　日新国道線
　　03　鉄北北口線
　　21　日の出町線
　　31　苫東工業基地線
 （苫小牧営業所前　下車徒歩１分）
　　25　勇払線
 （職訓センター前　下車徒歩２分)
　　26　沼ノ端線
　　30　千歳空港線
 （職訓センター通　下車徒歩９分）
2．沼ノ端方面より
　　03　鉄北北口線
　　31　苫東工業基地線
 （苫小牧営業所前　下車徒歩１分）
　　25　勇払線
 （職訓センター前　下車徒歩２分)
3．千歳方面より
　　　30　千歳空港線 
 （職訓センター通　下車徒歩９分）

診療のご案内

病院の概要

交通機関のご案内（道南バス）

潜入レポート

「厚真福祉会のみなさん　おかえりなさい」

　当院広報の夏号で、施設紹介にご協力いただいた厚真福祉会の入所者や
職員のみなさんも、震災で甚大な被害に遭われました。入所者のみなさん
は道内各地の施設や病院に一時的に避難され、職員のみなさんも各施設で
勤務されていたと伺っております。
　このたび、厚真福祉会のみなさんが、福祉仮設住宅に戻られたと伺い、
取材をさせていただきました。

　お忙しい中、施設見学の対応もいた
だきました。外観はプレハブですが、
中に入ると、暖房が効いて暖かく、職
員のみなさんの手作りの「おかえりな
さい」の文字も心を和ませます。また
道内の施設から心温まるメッセージと
ともに厚真町に戻られた様子も窺われ
ます。福祉仮設住宅内の物品は旧施設から運び
出し、工夫し使用されているものも多く、職員
のみなさんが入所者のみなさんの生活がしやす
いよう工夫されていることも感じました。

「いつ頃戻られましたか？」
　福祉仮設住宅をＨ 30.12.28 から借り、Ｈ 31.1.22 ～Ｈ 31.2.1 の間で、
十勝、石狩、日高、胆振などの施設で避難されていた方々約 90 名と職員
が戻ってきました。利用者のみなさんが地元に戻り、職員も喜んでいま
す。今回の震災を通じてたくさんの方々が利用者全体を支えてくださった
事を、心から感謝しています。

「福祉仮設住宅とはどのようなものですか？」
　道が建設し、町が管理しています。入居は被災者が対象で、今まではグ
ループホームなど 10 名前後の福祉仮設住宅はあったそうですが、厚真町
にできた福祉仮設住宅は 6 カ所の居住棟などを渡り廊下でつないで一体
的に管理運営する形態であり、全国でも初めての規模（定員 108 名）だ
そうです。2 年間借りる形なので、その間で新たな施設を建てることを検
討しています。福祉仮設住宅では被災者対象ですが、厚真福祉会の利用相
談は継続して受け付けています。
　今回の震災で、厚真福祉会の職員のみなさんが、入所されている方々を
大切にして日々の生活をともに営まれている「厚真福祉会魂」を強く感じ
ました。また、この地域で厚真福祉会の施設運営が再開され、日常の生活
が少しでも早く戻るよう、心から祈っています。


